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一
、
は
じ
め
に

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
国
際
金
融
危
機
の
再
発
防
止
と
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
安
定
確
保
の
た
め
に
規
制
強
化
な
ど
の
国
際
協

調
で
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
基
準
設
定
主
体
と
共
に
銀

行
の
自
己
資
本
と
流
動
性
の
増
強
や
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（
大
き
過

ぎ
て
潰
せ
な
い
）
問
題
の
解
消
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の

安
全
性
改
善
、
破
綻
処
理
制
度
整
備
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
規
制
改
革
に
取
組
ん
で
順
次
実
施
し
て
き
た
。

　

だ
が
、
二
〇
二
〇
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
、
公
衆
衛

生
上
の
対
応
も
影
響
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
、
金
融
に

広
範
な
打
撃
を
与
え
た
。
各
国
当
局
や
国
際
機
関
は
こ
の

問
題
へ
の
優
先
的
な
取
組
み
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ

も
規
制
実
施
の
延
期
や
国
際
的
な
規
制
枠
組
み
の
柔
軟
性

活
用
、
各
国
の
対
応
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど
、
金
融
規

制
・
監
督
当
局
間
の
協
調
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
よ
り
公
衆
衛

生
上
の
懸
念
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
大
規
模
で
広
範
な
政
策

対
応
も
あ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の

状
況
は
改
善
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
も
危
機
管
理
的
な
対
応

か
ら
新
た
な
課
題
の
分
析
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
対
応
策
の

Ｆ�

Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
の
二
〇
二
一
年
の

活
動
と
二
〇
二
二
年
の
計
画

佐
志
田　

晶　

夫
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検
討
に
活
動
の
重
点
を
移
し
、
経
験
を
踏
ま
え
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
枠
組

み
見
直
し
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
（
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
）
の
強

靭
性
向
上
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
革
新
対
応
（
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
改
善
で
便
益
を
活
用
、
暗
号
資
産
や
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
に
対
処
）、
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の
取
組
み

を
行
っ
て
き
た⑴

。
本
稿
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
昨
年
の
活
動
を
振

り
返
り
今
年
の
作
業
計
画
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

二�

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
二
〇
二
一
年
に
公
表
し

た
主
な
報
告
書

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
二
〇
二
一
年
に
公
表
し
た
主
な
報
告
書
は
図

表
1
の
通
り
。
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
対
応
で
は
四
月
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
支
援
措
置
―
延

長
、
修
正
、
終
了
」
で
、
政
策
措
置
解
除
の
注
意
点
を
検

討
、
七
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

図表１　2021年の FSBの主要な報告書
1月 FSB「2021年の作業計画」
3月 最終報告書：『大きすぎて潰せない問題（TBTF）』に対する改革の影響評価
4月 新型コロナウイルス感染症対応の支援措置－延長、修正、終了
5月 市中協議文書：クロスボーダー送金の改善ロードマップの定量的な目標

6月
LIBORからの円滑かつタイムリーな移行に関するステートメント
金利指標改革：オーバーナイト物リスク・フリー・レート及びターム物レート
LIBORのグローバルな移行に関するロードマップ
市中協議文書 : マネー・マーケット・ファンド（MMF）の強靭性向上のための政策提案

7月
LIBOR移行問題に関するG20への進捗報告書：最近の動向、監督上の問題及び次のステップ
気候関連金融リスクに対処するための FSBロードマップ、気候関連リスクのモニタリング・評価のためのデータの入
手可能性に関する報告書、気候関連開示の推進に関する報告書
新型コロナウイルス感染症の世界的大流行に関する金融安定上の観点からの教訓：中間報告書

9月 FSBの金融安定サーベイランス枠組み

10月

「グローバル・ステーブルコイン」の規制・監督・監視－金融安定理事会のハイレベルな勧告の実施に係る進捗報告書
最終報告書「マネー・マーケット・ファンド（MMF）の強靭性向上のための政策提案」
「クロスボーダー送金の４つの課題の対処に向けた目標の最終報告書」
クロスボーダー送金の改善に向けたG20ロードマップ：第１回統合進捗報告書
サイバー事象報告－既存のアプローチとより広い範囲での収斂に向けた今後のステップ
新型コロナウイルス感染症の世界的大流行に関する金融安定上の観点からの教訓：最終報告書
FSB年次報告書（グローバルな金融安定を促進する）

11月
ノンバンク金融仲介（NBFI）の強靭性向上：進捗報告書
2021年のグローバルなシステム上重要な銀行（G-SIB）リスト公表
LIBOR公表停止に向けた準備を支援するためのステートメント
「危機管理グループの好事例集」

12月
店頭デリバティブ市場改革に関する報告書
2021年破綻処理改革の実施に関する報告書
ベイルイン実行の実務に関する事例集
NBFI についての年次モニタリングレポート2021

〔出所〕　FSB及び金融庁のHPより作成。
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大
流
行
に
関
す
る
金
融
安
定
上
の
観
点
か
ら
の
教
訓
：
中

間
報
告
書
」、
一
〇
月
に
同
じ
く
「
最
終
報
告
書
」
を
公

表
、
市
場
と
金
融
機
関
の
頑
健
性
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
危
機
へ
の
備
え
に
関
す
る
教
訓
と

課
題
を
整
理
し
た
。

　
「
教
訓
：
最
終
報
告
書⑵

」
で
は
、
①
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な

脆
弱
性
の
早
期
特
定
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
解
除
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
③
非
金
融
企
業
部
門
で
の
過
剰
債
務
へ
の

対
処
（
企
業
債
務
整
理
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
計
画
）、
④

技
術
革
新
（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
、
暗
号
資
産
）
が
進
む
中
で

の
頑
健
性
向
上
、
⑤
積
み
残
さ
れ
た
金
融
規
制
改
革
の
実

施
、
⑥
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
政
策
の
機
能
の
検
証
、
を

課
題
と
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
以
外
の
分
野
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改
革

の
評
価
、
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
か
ら
の
移
行
、
気
候
関
連
金
融
リ

ス
ク
対
応
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
新
し
い
金
融
安
定
監
視
枠
組
み
、

Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
強
靭
性
向
上
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
の
改
善
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
」

の
規
制
・
監
督
・
監
視
、
破
綻
処
理
改
革
の
実
施
、
ベ
イ

ル
イ
ン
実
行
の
実
務
事
例
集
な
ど
を
公
表
。
新
し
い
取
組

み
と
従
来
か
ら
の
課
題
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
一
〇
月
公
表
の
年
次
報
告
書⑶

も
、
従
来

の
報
告
書
が
規
制
改
革
の
進
捗
状
況
の
紹
介
が
主
だ
っ
た

の
に
対
し
、
活
動
の
変
化
を
反
映
し
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ

キ
ン
グ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
の
促
進
に
焦
点
を
当

て
た
内
容
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

年
次
報
告
書
で
は
、
最
初
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス

テ
ム
の
脆
弱
性
を
評
価
し
、
次
に
優
先
分
野
及
び
新
し
い

取
組
み
に
つ
い
て
、
①
金
融
安
定
政
策
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
の
国
際
協
調
、
②
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
部
門
の
強
靭
性
を
高
め

る
、
③
技
術
革
新
に
よ
る
課
題
へ
の
対
応
、
④
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
送
金
と
金
融
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
強
化
、
⑤
気
候

変
動
か
ら
の
金
融
リ
ス
ク
対
応
、
を
取
り
上
げ
て
い
る

（
内
容
は
後
述
）。
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�
三�

、Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金

融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
監
視

⑴　

新
し
い
金
融
安
定
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
枠
組
み

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
評
価
は
Ｆ
Ｓ

Ｂ
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
脆
弱
性
の
特
定
は
各
国
当
局

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
金
融
安
定
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

措
置
の
準
備
を
支
援
す
る
。
九
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｆ
Ｓ
Ｂ

の
報
告
書⑷

か
ら
金
融
安
定
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
強
化
の
新
し

い
枠
組
み
を
概
観
し
た
い
。
な
お
、
年
次
報
告
書
で
は
枠

組
み
に
基
づ
い
て
脆
弱
性
を
評
価
す
る
。

　

新
し
い
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
枠
組
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

脆
弱
性
の
包
括
的
で
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
評
価
を

目
的
と
し
、
①
Ｆ
Ｓ
Ｂ
で
の
脆
弱
性
の
議
論
の
実
効
性
を

高
め
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
へ
の
課
題
を
識
別
す

る
枠
組
み
の
タ
イ
ム
リ
ー
さ
を
改
善
、
③
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
持
つ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
と
い
う
優
位
性
を
生
か
す
、
④
国
際

的
な
政
策
対
話
に
貢
献
す
る
、
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
枠
組
み
に
は
、
四
つ
の
原
則
、
脆
弱

性
評
価
の
共
通
の
用
語
、
脆
弱
性
の
共
通
の
タ
ク
ソ
ノ

ミ
ー
（
分
類
）
が
あ
る
。
四
つ
の
原
則
は
、
①
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
安
定
に
影
響
す
る
脆
弱
性
に
焦
点
を
合
わ
せ

る
、
②
脆
弱
性
を
体
系
的
に
精
査
す
る
、
③
各
国
間
の
相

違
を
認
識
す
る
、
④
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
相
対
的
優
位
（
幅
広
い
メ

ン
バ
ー
）
を
活
用
し
作
業
の
重
複
を
避
け
る
、
で
あ
る
。

⑵　

脆
弱
性
監
視
の
た
め
の
共
通
の
用
語
と
分
類

　

共
通
の
用
語
は
金
融
安
定
に
関
す
る
議
論
を
促
し
枠
組

み
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
金
融
安
定
」

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
が
シ
ョ
ッ
ク
に
耐

え
、
実
体
経
済
に
深
刻
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
金
融
仲
介
プ

ロ
セ
ス
や
他
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
混
乱
を
抑
え
る

能
力
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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「
シ
ョ
ッ
ク
」
と
「
脆
弱
性
」、「
強
靭
性
」
が
そ
れ
ぞ

れ
定
義
さ
れ
、
①
シ
ョ
ッ
ク
は
、
混
乱
ま
た
は
金
融
シ
ス

テ
ム
の
一
部
の
機
能
停
止
に
つ
な
が
る
事
象
、
②
脆
弱
性

は
不
均
衡
の
蓄
積
を
反
映
し
シ
ョ
ッ
ク
の
公
算
を
高
め
、

シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
混
乱
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
金
融
シ
ス
テ
ム
の
性
質
、
③
強
靭
性
は
金
融
シ

ス
テ
ム
が
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
る
能
力
で
蓄
積
さ
れ
た
不

均
衡
が
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
こ
と
を
防
ぐ
。

　

脆
弱
性
、
強
靭
性
と
金
融
安
定
の
関
係
が
脆
弱
性
評
価

に
重
要
で
あ
り
、
グ
ロ
ス
の
脆
弱
性
を
独
立
し
て
識
別

し
、
強
靭
性
と
比
較
し
て
ネ
ッ
ト
の
強
靭
性
を
特
定
す

る
。
グ
ロ
ス
と
ネ
ッ
ト
を
区
別
す
る
こ
と
で
グ
ロ
ス
の
脆

弱
性
と
強
靭
性
（
既
存
の
軽
減
効
果
を
含
む
）
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
評
価
し
、
特
定
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
へ

の
政
策
措
置
に
焦
点
を
当
て
た
議
論
が
で
き
る
。

　

新
し
い
枠
組
み
で
は
共
通
の
分
類
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金

融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
評
価
の
基
礎
に
な
り
、
分
類
は
部

門
と
脆
弱
性
を
組
み
合
わ
せ
た
脆
弱
性
マ
ト
リ
ク
ス
で
整

理
さ
れ
る
。
部
門
は
、
金
融
部
門
（
金
融
市
場
、
銀
行
そ

し
て
保
険
や
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
及
び
金
融
市
場
イ
ン

フ
ラ
な
ど
そ
の
他
の
金
融
機
関
）
と
非
金
融
部
門
（
家

計
、
非
金
融
法
人
、
ソ
ブ
リ
ン
）
に
分
け
ら
れ
る
。
金
融

部
門
で
は
八
種
類
の
脆
弱
性
（
資
産
価
格
、
資
産
の
質
、

資
金
調
達
ま
た
は
流
動
性
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
、
国
内
の
相
互

連
関
性
と
複
雑
さ
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
相
互
連
関
性
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
脆
弱
性
、
そ
の
他
の
脆
弱
性
）
を

検
討
（
図
表
2
で
例
示
）、
非
金
融
部
門
は
三
種
類
（
借

入
、
資
産
、
そ
の
他
）
の
脆
弱
性
を
検
討
す
る
。

⑶　

脆
弱
性
監
視
の
運
営
枠
組
み

　

脆
弱
性
評
価
で
は
複
数
の
視
点
の
活
用
が
効
果
的
で
あ

り
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
①
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
指
標
、
②
脆
弱
性

の
質
的
評
価
、
関
連
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

イ
ン
プ
ッ
ト
、
③
民
間
部
門
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
活
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用
し
た
情
報
収
集
、
を
活
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
プ
ッ

ト
と
強
靭
性
評
価
を
基
礎
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
脆
弱
性
評
価

常
設
委
員
会
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｖ⑸

）
の
脆
弱
性
分
析
グ
ル
ー
プ
が

内
部
評
価
ノ
ー
ト
を
準
備
し
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｖ
の
場
で
の
議
論

を
経
て
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
本
会
合
に
提
出
さ
れ
る
。

　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
指
標
は
、
脆
弱
性
マ
ト
リ
ク
ス
の
各

マ
ス
目
の
脆
弱
性
を
測
定
す
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

る
。
指
標
は
時
と
共
に
変
化
し
、
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
評
価
し
て
削
除
や
修
正
、
入
替
え
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
新
た
な
脆
弱
性
が
発
生
し
た
ら
新
し
い
指
標

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

脆
弱
性
サ
ー
ベ
イ
で
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｖ
の
メ
ン
バ
ー
（
国
際

機
関
を
含
む
）
と
地
域
諮
問
グ
ル
ー
プ
各
国
か
ら
、
潜
在

的
な
影
響
力
か
ら
み
て
グ
ロ
ー
バ
ル
ま
た
は
各
国
の
金
融

安
定
を
脅
か
し
か
ね
な
い
脆
弱
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
集

め
る
。
こ
れ
で
各
国
当
局
と
国
際
機
関
が
実
施
し
た
広
範

な
金
融
安
定
分
析
を
効
率
的
に
要
約
で
き
る
。
回
答
者
間

図表２　脆弱性マトリックス（金融部門の脆弱性の一部）
金融市場 銀行 その他の金融機関

資産価格
（金融資産及
び実物資産）

・�ミスプライシング
（低いリスクフリー・�
レート、低クレジッ
ト・スプレッド、株
式市場での高評価）

・�時価評価された損失やボラティリ
ティに対するエクスポージャー
・不完全なヘッジ
・資本賦課ができない
・担保価値（潜在的な過大評価を含む）

・�時価評価損失やボラティリティへの
エクスポージャー
・不完全なヘッジ
・資本賦課ができない
・担保価値（潜在的な過大評価を含む）

資産の質
・高リスク証券の発行
・証券化
・�デフォルト及び格下
げ

・�高リスク分野（外国通貨建て債務の
ある非金融法人、不動産、コモディ
ティなど）へのエクスポージャー
・リスクの集中
・貸出基準
・返済の一時猶予

・�高リスク分野（外国通貨建て債務の
ある非金融法人、不動産、コモディ
ティなど）へのエクスポージャー
・リスクの集中
・貸出基準
・�金融市場インフラ参加者の財務的な
健全性

資金調達／
流動性

・増幅メカニズム
・流動性割当での混乱
・ボラティリティ

・デュレーション・ミスマッチ
・流動性ミスマッチ
・ホールセール市場調達への依存

・�流動性ミスマッチ（オープン・エン
ド債券ファンドなど）
・デュレーション・ミスマッチ
・ホールセール市場調達への依存
・�予想より高い保険金支払（度重なる
大惨事）

〔出所〕　FSB、金融安定サーベイランス枠組み、2021年９月、Table1より一部を抜粋して紹介
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で
見
解
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
脆
弱
性
に
関
す
る

様
々
な
見
解
を
集
め
て
全
般
的
な
評
価
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と

す
る
こ
と
が
サ
ー
ベ
イ
の
目
的
で
あ
る
。

　

サ
ー
ベ
イ
で
は
、
現
時
点
で
重
要
か
今
後
三
年
に
重
要

に
な
り
う
る
グ
ロ
ー
バ
ル
及
び
各
国
の
脆
弱
性
、
あ
る
い

は
地
域
で
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
尋
ね
、
今
後
三
～
五
年
で

重
要
に
な
り
か
ね
な
い
新
た
な
脆
性
も
尋
ね
る
。

　

関
連
す
る
分
野
（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
や
金
融
技
術
革
新
な
ど
）

で
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
作
業
も
脆
弱
性
評
価
に
取
り
入
れ
、
民
間

部
門
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
見
解
も
求
め
る
。
通
常
は
年
一
回
民
間
部
門
の
見
解
を

求
め
る
が
、
ス
ト
レ
ス
時
に
は
、
よ
り
頻
繁
な
市
場
参
加

者
と
の
意
見
交
換
が
適
切
だ
ろ
う
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
脆
弱
性
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
の
特
定
と
評
価
に
活
用
さ
れ
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
行
動
の
決
定
と
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用
い
ら
れ
る
。
ネ
ッ
ト
の
重
要
な
脆
弱
性

図表３　FSBによる脆弱性評価の運営枠組み

〔出所〕�　FSB「金融安定サーベイランス枠組み」2021年９月、Figure2より
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は
集
中
的
な
監
視
と
分
析
の
対
象
と
す
べ
き
で
、
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｖ
が
そ
の
方
法
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
適
切
な
委
員
会
で
の
政
策
行
動
に

関
す
る
政
策
対
話
開
始
の
提
言
と
が
考
え
ら
れ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
各
国
で
の
議
論
を
促
し
、
対
応
方

法
に
関
す
る
政
策
立
案
者
間
の
議
論
が
可
能
に
な
り
、
市

場
参
加
者
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
脆
弱
性
の
蓄
積
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
。
た
だ
し
、
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
Ｆ
Ｓ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
間
の
率
直
な
議
論
を
妨
げ
な

い
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
脆
弱
性
評
価
の
主

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

　

昨
年
一
一
月
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
本
会
合
で
は
、
主
要
な
脆
弱
性

は
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
る
国
家
や
非
金
融
法
人
及
び
家

計
の
債
務
増
加
へ
の
懸
念
が
議
論
さ
れ
、
非
金
融
部
門
の

高
水
準
の
債
務
と
金
融
シ
ス
テ
ム
と
の
つ
な
が
り
や
金
融

シ
ス
テ
ム
に
埋
め
込
ま
れ
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
、
不
動
産
部
門

の
リ
ス
ク
に
よ
る
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

金
利
の
上
昇
及
び
先
進
諸
国
と
新
興
市
場
諸
国
の
経
済
・

金
融
状
況
の
相
違
の
拡
大
が
脆
弱
性
を
顕
在
化
さ
せ
る
懸

念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
世
界
経
済
見
通
し
（
一
月
改
訂⑹

）

は
、
イ
ン
フ
レ
圧
力
拡
大
に
対
応
し
た
金
融
引
き
締
め
を

予
測
し
「
多
く
の
部
門
に
お
い
て
金
融
の
脆
弱
性
が
引
き

続
き
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
融
政
策
の
引
き
締
め

は
、
特
に
明
確
に
情
報
伝
達
さ
れ
な
い
場
合
、
金
融
の
安

定
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
。
金
融

環
境
タ
イ
ト
化
の
可
能
性
に
対
し
「
脆
弱
性
の
高
い
部
分

を
対
象
に
特
定
の
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
ツ
ー
ル
を
強
化

す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
Ｇ
20
蔵
相
・
中
銀
総

裁
会
議
に
提
出
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・

ノ
ー
ト
で
も
主
要
国
で
の
対
象
を
絞
っ
た
金
融
安
定
政
策

の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
・
金

融
情
勢
変
化
が
金
融
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
影
響
を
Ｆ
Ｓ
Ｂ

が
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
か
に
注
目
し
た
い
。
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四�

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
二
〇
二
一
年
中
の
主
な

取
組
み

　

年
次
報
告
書
か
ら
二
〇
二
一
年
の
主
要
な
活
動
状
況
を

紹
介
す
る
。

⑴�　

金
融
安
定
政
策
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
国
際
的

な
協
調

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ

ム
の
脆
弱
性
評
価
、
政
策
対
応
に
関
す
る
情
報
共
有
、
政

策
手
段
の
影
響
評
価
を
継
続
し
、
国
際
金
融
基
準
の
柔
軟

性
の
活
用
と
対
応
の
一
貫
性
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
き

た
。

　

経
済
の
回
復
状
況
は
各
国
で
異
な
る
た
め
、
政
策
手
段

の
延
長
、
解
除
と
新
た
な
手
段
の
採
用
は
不
均
一
で
、
各

国
は
柔
軟
で
状
態
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
徐
々
に
対
応

措
置
を
解
除
す
べ
き
で
あ
る
。
政
策
意
図
の
明
確
で
一
貫

し
タ
イ
ム
リ
ー
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
経
済
の
政

策
変
更
へ
の
適
応
に
役
立
つ
。

⑵�　

Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
（
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
）
部
門
の
強
靭

性
を
高
め
る

　

人
口
動
態
の
変
化
に
よ
る
資
産
蓄
積
、
緩
和
的
な
金
融

政
策
な
ど
の
マ
ク
ロ
金
融
要
因
、
規
制
改
革
に
よ
る
銀
行

か
ら
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
、
様
々
な
要
因
と
金

融
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
で
、
市
場
ベ
ー
ス
の
金
融
仲
介

へ
の
依
存
が
傾
向
的
に
高
ま
っ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

金
融
資
産
に
占
め
る
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
シ
ェ
ア
は
上
昇
し
か
つ

多
様
化
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
金
融
の
強
靭
性
に
は
市
場
流
動
性
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
は
企
業
や
家
計
の
流
動
性
需

要
が
急
増
、
解
約
請
求
を
受
け
た
Ｍ
Ｍ
Ｆ
や
オ
ー
プ
ン
エ
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ン
ド
投
信
は
資
産
売
却
を
急
ぎ
、
市
場
流
動
性
低
下
が
資

産
価
格
を
大
き
く
変
動
さ
せ
た
。
資
産
価
格
変
動
は
デ
リ

バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
で
証
拠
金
請
求
を
増
加
さ
せ
、
資
金

需
要
急
増
な
ど
の
波
及
効
果
で
幅
広
い
金
融
市
場
が
混
乱

し
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
シ
ョ
ッ
ク
の
増
幅
要
因
を
分
析
し
対
処

す
る
た
め
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
へ
の
理

解
と
監
視
の
強
化
の
作
業
計
画
を
策
定
、
政
策
を
検
討
し

て
い
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
ま
ず
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
強
靭
性
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
る⑺

。
Ｍ
Ｍ
Ｆ
は
急
な
解
約
請
求
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
ス
ト
レ
ス
時
に
資
産
売
却
で
困
難
に
直
面
し
か
ね
な

い
。
先
行
者
利
得
を
求
め
る
投
資
家
が
解
約
を
急
ぐ
こ
と

で
大
幅
な
資
金
流
出
が
起
き
る
懸
念
が
あ
る
。
二
〇
二
〇

年
三
月
に
は
非
公
的
債
務
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
脆
弱
性
が
顕
著
だ
っ

た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
投
資
家
の
解
約
制
限
や
解
約
コ
ス
ト
負

担
、
損
失
吸
収
能
力
の
増
強
、
規
制
上
の
閾
値
に
よ
る
ク

リ
フ
効
果
の
軽
減
、
流
動
性
変
換
の
抑
制
な
ど
の
政
策
を

提
案
し
て
い
る
。

　

今
後
は
各
国
が
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
状
況
を
調
査
し
て
必
要
な
対

応
策
を
検
討
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
と
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
フ
ォ
ロ
ー
す

る
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
に
関
す
る
政
策
提
言
（
二
〇

一
二
年
制
定
）
の
見
直
し
も
検
討
す
る
。
続
い
て
Ｆ
Ｓ
Ｂ

は
、
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
投
信
の
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
、
中

核
的
な
債
券
市
場
の
構
造
と
流
動
性
提
供
の
変
動
要
因
、

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
及
び
証
券
市
場
で
の
証
拠
金
請
求
の
枠
組

み
と
変
動
要
因
及
び
市
場
参
加
者
の
流
動
性
管
理
状
況
、

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
ド
ル
資
金
調
達
市
場
の
脆
弱
さ
な
ど

に
取
り
組
む
予
定
で
あ
り
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

リ
ス
ク
の
分
析
と
対
応
も
計
画
し
て
い
る
（
図
表
4
）。

�

⑶　

技
術
革
新
に
よ
る
課
題
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
重

要
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
急
速
な
技
術
革
新
の
下

で
の
強
靭
性
促
進
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
在
宅
勤
務
は
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新
技
術
の
採
用
を
進
め
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
加
速
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ

の
外
部
委
託
は
、
金
融
機
関
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
強

靭
さ
を
高
め
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
課
題
と
脆
弱

性
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
契
約
で
は
、
ア
ク
セ
ス
や
監

査
、
情
報
を
得
る
適
切
な
権
利
に
課
題
が
あ
り
、
ま
た
、

金
融
機
関
の
外
部
委
託
先
が
集
中
す
る
と
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

リ
ス
ク
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
へ
の
金
融
機
関
の
依
存
に
関
す
る
当
局
の
監

督
へ
の
期
待
と
合
わ
せ
て
、
第
三
者
リ
ス
ク
管
理
と
外
部

委
託
の
共
通
の
定
義
と
分
類
の
開
発
を
始
め
る
。

　

在
宅
勤
務
急
増
に
よ
る
技
術
の
利
用
と
デ
ジ
タ
ル
化
で

は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
懸
念
も
高
ま
る
。
サ
イ
バ
ー
事
象
へ

の
効
率
的
で
効
果
的
な
対
応
と
回
復
が
重
要
で
あ
る
。
Ｆ

Ｓ
Ｂ
は
サ
イ
バ
ー
事
象
へ
の
金
融
機
関
の
対
応
実
務
を
公

表
し
、
当
局
へ
の
サ
イ
バ
ー
事
象
の
報
告
に
関
す
る
調
査

図表４　FSBのノンバンク金融仲介作業計画で予定されている成果物
トピック 成果物 時期

MMFと短期資金調達
市場の強靭性

MMFの強靭性向上のための政策提案
フォローアップ報告：FSBと IOSCOが協働してメンバー法域が採用した対応
策を調査、有効性を評価
IOSCOはMMFに関する政策提言を再検討
FSB、IOSCOは短期資金市場の機能と強靭性向上のフォローアップ作業

実施済
実施状況は2023年末
有効性評価は2026年
未定
未定

オープンエンド投信
（OEF）の流動性リス

クとその管理

IOSCOは、2018年のオープンエンド投信（OEF）の流動性リスク管理の提言に
ついて実施状況を検討、FSBは金融安定の観点からOEFの流動性ミスマッチに
関する2017年の提言の実効性を評価

2022年央

証拠金の慣行

バーゼル委、BIS 決済・市場インフラ委（CPMI）及び IOSCOは、デリバティ
ブ・証券市場の清算集中及び非清算集中取引の証拠金と市場参加者の流動性管理
に関する市中協議文書を公表
バーゼル委、BIS 決済・市場インフラ委、IOSCOによる最終報告書
FSBと関連する基準設定主体は、必要なら最終報告書の」フォローアップ作業
を実施する

実施済
2022年上半期
2022年下半期以降

中核的な債券市場の
流動性、構造及び強
靭性

これらの市場でのディーラーとノンバンク高レバッレジ投資家の役割を含め、発
見事項と政策的含意をNBFI に関する進捗レポートで報告

実施中、2022年央に
完了する見込み

ドル資金調達と新興
市場経済の脆弱性

FSBはドルのクロスボーダー資金調達での弱さと新興市場経済の脆弱性との相
互作用についてのレポートを準備する

2022年第２四半期
（G20向け成果物）

NBFI のシステミック
リスクの見方を開発

FSBは、基準設定主体の関与を得て、NBFI におけるシステミックリスクと対処
のための政策に関するコンファレンスを組織する

2022年上半期

FSBは、NBFI の脆弱性を評価し、G20の NBFI 改革の実施状況を報告する（年
次報告に含まれる）

2022年第４四半期

FSBは、NBFI に関する作業からの発見事項を反映し、改訂したグローバルモニ
タリングレポート2022年版を公表する

2022年第４四半期

NBFI のシステミック
リスクに対処する政

策を開発
FSBは、NBFI への取組みに関する主要な発見事項とNBFI のシステミックリス
クに対処する政策提言レポートを公表する

2022年第４四半期
（G20向け成果物）

〔出所〕　FSB、ノンバンク金融仲介（NBFI）の強靭性向上：進捗報告書、2021年11月、�Table1より



61―　　―

ＦＳＢ（金融安定理事会）の二〇二一年の活動と二〇二二年の計画

を
行
い
、
サ
イ
バ
ー
事
象
の
報
告
を
収
斂
さ
せ
る
作
業
を

実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
動
向
の
監
視
や
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
（
Ｇ
Ｓ
Ｃ
）
の
規
制
・
監
督
面

の
評
価
作
業
も
進
行
中
で
、
二
〇
二
一
年
初
め
に
Ｆ
Ｓ
Ｂ

は
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
規
制
・
監
督
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
提
言

（
二
〇
二
〇
年
公
表
）
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を

実
施
し
て
い
る⑻

。

⑷�　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
と
金
融
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
強

化

　

よ
り
早
く
安
価
で
透
明
性
が
高
い
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送

金
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
済
成
長
、
国
際
貿
易
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
発
展
と
金
融
包
摂
を
支
援
す
る
。
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送

金
の
改
善
に
は
、
デ
ー
タ
基
準
の
分
断
や
相
互
運
用
性
の

欠
如
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
、
デ
ー
タ
保
護

を
含
む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
要
件
の
達
成
、
時
差
や
時
代

遅
れ
の
技
術
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
（
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ

委
員
会
）
な
ど
の
基
準
設
定
主
体
、
国
際
機
関
と
協
調

し
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
強
化
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
開

発
し
て
数
値
目
標
を
設
定
し
た⑼

。

　

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
公
表
停
止
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
頑
健

な
代
替
指
標
へ
の
移
行
の
た
め
市
場
参
加
者
に
移
行
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
設
定
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
の
完
了
を
求
め
、
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
一
貫
し
た
期
待
の
設
定
を
各
国
当
局

に
促
し
た
。

⑸　

気
候
変
動
か
ら
の
金
融
リ
ス
ク
へ
の
取
組
み

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
一
貫
し
、
比
較
可
能
な
気
候

関
連
金
融
リ
ス
ク
の
開
示
に
取
組
み
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
提
言

に
基
づ
く
枠
組
み
を
用
い
た
気
候
関
連
開
示
を
促
し
て
き

た
。
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
に
よ
る
頑
健
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
公
的

な
監
視
の
下
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
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告
基
準
開
発
の
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
国
際
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
）
の
設
置
と
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
基

準
の
開
発
）
を
歓
迎
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
や
他
の
国
際
組
織
と
協
議
し

て
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
図
表
5
）
を
開
発
し
Ｇ
20
に
提
出⑽

。
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
企
業
開
示
、
デ
ー
タ
、
脆
弱
性
評
価
、
規
制
・

監
督
実
務
と
い
う
相
互
に
関
連
す
る
四
分
野
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
今
後
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
く

進
展
状
況
を
Ｇ
20
に
毎
年
報
告
す
る
。

⑹　

金
融
規
制
改
革
の
実
施
と
そ
の
効
果

　

新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
の
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
最
終
化
の
実

施
延
期
も
あ
り
、
二
〇
二
一
年
中
の
規
制
改
革
の
進
展
は

限
定
的
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の
規
制
強
化
で
資
本

と
流
動
性
が
増
強
さ
れ
、
銀
行
部
門
は
シ
ョ
ッ
ク
を
増
幅

せ
ず
、
政
策
支
援
も
あ
っ
て
信
用
供
与
を
継
続
で
き
た
。

図表５　気候関連金融リスクに対処するための FSBロードマップ（注）

（注）　グラフの各ステップは目安で、各ステップは前ステップの十分な完了が条件。
〔出所〕�　FSB、年次報告（グローバルな金融安定を促進する）、2021年10月、Figure1より
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一
方
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
脆
弱
性
が
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
へ

の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
と
協
働
し
て
国
際
基
準
に
関

す
る
発
見
事
項
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員

会
は
、
バ
ー
ゼ
ル
規
制
改
革
に
関
す
る
包
括
的
な
評
価
報

告
書
を
二
〇
二
二
年
後
半
に
公
表
す
る
計
画
で
あ
る⑾

。
こ

れ
は
国
際
的
な
基
準
の
機
能
を
改
善
し
て
循
環
増
幅
性
を

削
減
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
公
平
な
回
復
の
支
援
に
関

す
る
Ｆ
Ｓ
Ｂ
か
ら
Ｇ
20
へ
の
報
告
書
へ
の
重
要
な
イ
ン

プ
ッ
ト
に
な
る
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改
革
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス

ク
と
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
リ
ス
ク
削
減
状
況
を
検
討
し
た
報

告
書
が
二
〇
二
一
年
三
月
に
公
表
さ
れ
、
銀
行
の
強
靭
性

と
破
綻
処
理
可
能
性
の
改
善
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｓ

Ｉ
Ｂ
の
破
綻
処
理
枠
組
み
整
備
で
も
前
進
が
み
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
破
綻
処
理
可
能
性
の
更
な
る
向
上
や
破
綻
処
理

関
連
の
情
報
の
報
告
と
開
示
の
改
善
で
課
題
が
残
り
、
改

革
のD
-SIB

へ
の
適
用
も
課
題
で
あ
る
。

五�

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
二
〇
二
二
年
の
作
業
計

画

　

昨
年
一
一
月
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
本
会
合
で
は
、
①
金
融
当
局
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す
る
国
際
的
な
協
力
と
協
調
、
②

Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の
強
靭
性
向
上
及
び
市
場
混
乱
の
包
括
的
レ

ビ
ュ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
③
暗
号
資
産
（
裏
付
け
の

な
い
暗
号
資
産
、
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
、
分
散
型
金
融
）

の
利
点
を
生
か
し
リ
ス
ク
を
抑
制
、
④
気
候
変
動
に
よ
る

金
融
リ
ス
ク
の
評
価
と
対
応
、
⑤
二
〇
〇
八
年
の
金
融
危

機
後
の
規
制
改
革
の
最
終
化
と
実
施
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
が
課
題
だ
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
諮
問
グ
ル
ー
プ
で
検
討
が
行
わ
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
の
回
復
、
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク

や
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
に
は
幅
広
い
関
心
が
み
ら
れ
た
。
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ま
た
、
新
興
市
場
諸
国
か
ら
は
、
資
本
移
動
や
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善
な
ど
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
。

　

ク
ノ
ッ
ト
Ｆ
Ｓ
Ｂ
議
長
は
、
Ｇ
20
蔵
相
・
中
銀
総
裁
会

議
向
け
の
レ
タ
ー⑿

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
た
金
融
市

場
の
調
整
支
援
（
出
口
戦
略
）、
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
験
を

踏
ま
え
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
向
上
（
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
部

門
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
に
対
処
）、
デ
ジ
タ
ル
技
術

革
新
の
便
益
を
生
か
し
リ
ス
ク
を
抑
制
、
気
候
変
動
に
よ

る
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対
処
、
を
二
〇
二
二
年
の
課
題
だ
と

し
て
い
る
。

　

主
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
出
口
戦

略
（
七
月
に
中
間
報
告
書
、
一
〇
月
に
最
終
報
告
書
）、

気
候
変
動
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
（
七
月
）、
気
候

関
連
金
融
リ
ス
ク
の
規
制
・
監
督
及
び
シ
ナ
リ
オ
分
析
の

結
果
（
ど
ち
ら
も
一
〇
月
）、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
対
応
（
一
〇

月
）
と
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
（
第
4
四
半

期
）、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
の
改
善
（
一
〇
月
）、
サ
イ

バ
ー
事
象
対
応
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
の

規
制
・
監
督
（
ど
ち
ら
も
一
〇
月
）
な
ど
の
報
告
書
の
公

表
が
計
画
さ
れ
、
年
次
報
告
書
の
公
表
は
一
〇
月
が
予
定

さ
れ
て
い
る
（
図
表
6
参
照
）。
今
後
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
対

応
な
ど
の
主
要
な
報
告
書
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い⒀

。

（
注
）

⑴　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
取
組
み
や
新
し
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
20
首
脳
向
け

の
ク
ォ
ー
ル
ズ
議
長
（
当
時
）
の
レ
タ
ーFSB:�

“FSB�Chairʼs�
letter�to�G20�Leaders

”,�O
ctober�2021

と
ク
ノ
ッ
ト
議
長
（
現

任
）
の
Ｇ
20
蔵
相
・
中
銀
総
裁
会
議
向
け
レ
タ
ー
、FSB:�

“FSB�
Chairʼs�letter�to�G20�Finance�M

inisters�and�Central�Bank�
Governors:

”,�February�2022

を
参
照
。

⑵　

F
SB
:�

“Lessons�Learnt�from
�the�C

O
V
ID
-19�Pandem

ic�
from

�a�F
inancial�Stability�Perspective�F

inal�report

”,�
O
ctober�2021

参
照
。
な
お
、
金
融
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
の
紹
介
を
参
考
に

し
た
。

⑶　
FSB:�

“Prom
oting�Global�Financial�Stability,�2021�FSB�

A
nnual�Report

”,�O
ctober�2021

参
照
。

⑷　

FSB:�
“FSB�Financial�Stability�Surveillance�Fram

ew
ork

”,�
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Septem

ber�2021

参
照
。

⑸　

脆
弱
性
評
価
常
設
委
員
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｖ
Ａ
）
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
主
要
な

委
員
会
の
一
つ
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
の
監

視
、
評
価
と
対
応
策
の
本
会
合
へ
の
提
案
を
担
当
し
て
い
る
。
議
長

は
Ｌ
．ブ
レ
イ
ナ
ー
ド
氏
（
米
国
）。

⑹　

IM
F:�

“World�Econom
ic�O
utlook

”,�January,�2022

（
日
本
語

版
あ
り
）
と
“G-20�Surveillance�N

ote

”,�February,�2022

を
参
照
。

⑺　

FSB:�

“Policy�proposals�to�enhance�m
oney�m

arket�fund�
resilience:�Final�report

”�October�2021

を
参
照
。
な
お
、
Ｍ
Ｍ

Ｆ
の
強
靭
性
向
上
を
含
む
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
部
門
の
脆
弱
性
に
対
す
る
取
組

み
は
、
拙
稿
：“
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
よ
る
Ｎ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
（
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介

機
関
）
の
強
靭
性
向
上
へ
の
取
組
み
”
当
研
究
所
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
二

〇
二
一
年
一
二
月
を
参
照
。

⑻　

FSB:�

“Regulation,�Supervision�and�O
versight�of�

“Global�
Stablecoin

”�A
rrangem

ents:�Progress�R
eport�on�the�

im
plem

entation�of�the�FSB�H
igh-Level�Recom

m
endations

”,�
O
ctober�2021

参
照
。

⑼　

F
SB
:�

“Targets�for�addressing�the�four�challenges�of�
cross-border�paym

ents:�Final�report

”,�O
ctober�2021

参
照
。

⑽　
F
SB
:�

“FSB
�roadm

ap�for�addressing�clim
ate-related�

financial�risks

”,�July�2021

参
照
。

⑾　
「
初
期
の
教
訓
」
が
二
〇
二
一
年
七
月
公
表
さ
れ
た
。BCBS:�

図表６　2022年、インドネシア議長国の下でのG20向け FSBの報告書（予定）
時期 報告書
2月 暗号資産の金融安定に対するリスクの評価

4月 2020年３月の市場混乱時の米ドルのクロスボーダー資金調達と新興市場経済における脆弱性
に係る報告書

7月
金融安定の維持と傷跡化する効果（scarring�effects）からの公平な回復を支援する新型コ
ロナ対応の出口戦略：中間報告書
気候変動ロードマップに係る年次進捗報告書

10月

グローバルな金融安定を促進する：2022年 FSB年次報告書
金融安定の維持と傷跡化する効果（scarring�effects）からの公平な回復を支援する新型コ
ロナ対応の出口戦略：最終報告書
NBFI のシステミックリスクに対処するための政策提案に係る報告書
金融当局へのサイバー事象の報告のベストプラクティス
クロスボーダー送金の改善に向けたロードマップに係る年次進捗報告書
クロスボーダー送金の改善に向けたロードマップの定量目標に対する進捗状況を監視するた
めの重要業績評価指標（KPI）
気候関連金融リスクに対処するための規制・監督上のアプローチ：最終報告書
各法域の気候リスクのシナリオ分析の結果に関するNGFSとの共同報告書
一貫性のある気候関連財務情報開示の達成に係る進捗報告書
「グローバル・ステーブルコイン」の規制・監督・監視に係る進捗報告書

〔出所〕　クノットFSB議長の G20蔵相・中銀総裁会議向けレター付属資料、2022年２月



66―　　―

証券レビュー　第62巻第３号

“Early�lessons�from
�the�Covid-19�pandem

ic�on�the�Basel�
reform

s

”,�July�2021

参
照
。
金
融
庁
Ｈ
Ｐ
で
の
紹
介
（
サ
マ
リ
ー

の
仮
訳
あ
り
）
と
小
立
敬
“CO

V
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-19

を
受
け
た
バ
ー
ゼ
ル
委
員

会
に
よ
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
検
証
”、
野
村
資
本
市
場
研
究
所
、
野
村
資

本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
二
一
年
秋
号
を
参
考
に
し
た
。

⑿　

ク
ノ
ッ
ト
議
長
の
レ
タ
ー
は
（
注
⑴
）
を
参
照
。
な
お
、
ク
ノ
ッ

ト
議
長
は
、Ｇ
20
蔵
相
・
中
銀
総
裁
会
議
で
の
ス
ピ
ー
チ�

“Navigating�
change�in�the�global�financial�system

:�the�role�of�the�FSB

”

で
、
最
近
公
表
さ
れ
た
「
暗
号
資
産
の
金
融
安
定
に
対
す
る
リ
ス
ク

の
評
価
」
報
告
書
に
言
及
、
暗
号
資
産
の
動
向
を
“
個
人
的
に
も
懸

念
し
て
い
る
（I�have�m
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）”
と
述
べ
て
い
る
。

⒀　
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m
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